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Abstract
This paper will explore the diversity of personal names among Tăi 
Buddhists in Dehong Dai and Jingpo Autonomous Prefecture, Yunnan 
Province. Dehong prefecture is located in the border area between Myanmar 
and China. Because of this location, the personal names of Tăi people show 
influence from a number of different cultures. In the northern part of 
Dehong, Yingjiang, Lianghe, Longchuan, and Luxi counties, Tăi people have 
family names because they have been affected by Chinese culture. However, 
Tăi people in Ruili, in the southern part of Dehong, do not have family 
names because they are influenced by Myanmar culture. Furthermore, 
their personal names change over the course of their lives. The first trigger 
of this change is the ceremony to donate Buddha statues to the temple, 
pɔi phala. When they reach old age, they go to the temple to observe the 
Buddhist precepts on Buddhist days during the Lent period. After that, they 
are called xiŋ lai. Thus the personal names of Tăi people are also related to 
Buddhist practices.
１．はじめに
本報告では、中国雲南省徳宏傣族景頗族自治州【図１】に居住する徳宏タイ
族の姓名の多様性とその背景を地域社会との関わりから分析するとともに、人
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生の様々な時期における姓名の変化と上座仏教の関わりについて明らかにする。
徳宏州の少数民族人口の最多数を占めるタイ族は、主に山間の盆地（ムン
mǝŋ）２）に居住し、水田耕作に従事している。タイ国に住む人々としばしば混
同されるが、両者が会話してもほとんど通じることはない。両者はともに同系
統のタイ系言語を使用するが、文法的な共通点は多いものの、使用する単語に
は大きな相違がある。
本報告のテーマである姓名に関しても、タイ国人と徳宏タイ族の間には共通
点が存在しつつも、相違する点が多い。まずタイ国人の姓名は、「名前・姓」
の順になるが、徳宏タイ族の場合は、同じ徳宏州内でも、姓を持つ人が多い地
域と、持たない人が多い地域に分かれ、姓を持つ場合でも「姓・名前」の順に
なる。また生涯の間に（人によっては数回）名前が変わる人も多い。本報告の
一つの目的は、同一州内でもこうした地域差が生じるのはなぜかについて、地
域社会との関わりから考察することである。もう一つの目的は、個人の人生に
おいて名前がどのように変化していくのか、上座仏教徒としてのタイ族の宗教
実践との関わりから明らかにすることである。
雲南省のタイ族の姓名に関しては、中国人研究者による一定の蓄積がある
［ex.岩峰編 1999: 156-159；趙・伍 1997: 198-214］。しかし同じ雲南省でも、北
２）本稿で使用する現地語のローマ字表記は、原則として徳宏タイ語である。ただしビルマ
語にはローマ字表記の前にB: , パーリ語にはP: を付した。
図１　中国雲南省徳宏傣族景頗族自治州
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タイとの文化的連続性が見られる西双版納と、中国・ミャンマー両者の文化的
影響の強い徳宏では、命名法に相違が見られるにもかかわらず、多くの先行研
究では西双版納のタイ族の事例を中心に扱われており、徳宏タイ族の姓名に関
する先行研究は、必ずしも充実しているとは言えない。徳宏タイ族を中心に扱
ったものとしては、ネイティブによる研究［刀・蔡 2005: 164-168; 快 2007］が
挙げられる。しかし先述したように、姓名に関しても、同じ徳宏州内での多様
性が見られる。そのため、筆者がフィールドワークを行った瑞麗市以外の地域
の事例に関しては、これらの先行研究を比較の対象として参照したが、瑞麗市
の事例については、筆者の調査データを用いた。また筆者自身、瑞麗市におけ
る上座仏教徒の宗教実践を中心に研究してきたが［ex. 小島 2014］、宗教実践
と地域社会の関わりについて扱ったものが中心であり、姓名についてはほとん
ど触れてこなかった。そのため本研究は、筆者にとっても初の試みとなる。
本調査は、瑞麗市郊外のTL村において、2006年10月から2007年11月までの
１年以上にわたって行った。その後、2014年に到るまで、毎年のように補足調
査を継続しており、本研究はこれらの調査で得られたデータを使用している。
２．「境域」空間をなす徳宏
【写真１】は、筆者が長期フィールドワークを行った徳宏州瑞麗市とミャン
マー・シャン州の国境の風景である。観光客が国境を越えることを禁止した看
板が立てられているが、地元住民たちはその横を自由に往来する。大規模な国
境ゲートでは地元住民も手続きをする必要があるが、こうした小規模な「国境
ゲート」では、地元民の行き来が阻害されることはない。
写真１　看板の立ててある国境を越えて自由に往来するタイ族の地元住民たち
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このように国境に面した瑞麗のタイ族は、ミャンマーの強い文化的影響を受
けている。しかし古くからミャンマーと中国の両者の影響を受けてきた徳宏の
文化は、地域ごとの多様性が大きく、盈江、梁河、隴川、潞西では漢文化の影
響が強い【図２】。ここでは、漢文化の影響の強い盈江と、ミャンマー文化の
影響の強い瑞麗を具体的に比較してみよう。
盈江の家屋は漢族の家屋と同様、瓦屋根で一階建て、塀で囲われている【写
真２】。一方、盈江から直線距離で75キロほどしか離れていない瑞麗の家屋は、
トタン屋根で二階建て、家には塀がなく、これはミャンマーのシャン州におけ
る家屋の造りとほぼ共通している【写真３】。
写真２　盈江の家屋
図２　徳宏州内の５つの県（市）
写真３　瑞麗の家屋
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次に寺院に注目すると、盈江では、漢族寺院と同様、寺院の屋根は瓦で葺か
れており、また床が地面に接している寺院が多く見られる【写真４】。これに
対し、瑞麗の寺院はトタン屋根、高床式で、ミャンマー式の寺院とほぼ同様で
ある【写真５】。
こうした同一州内での地域による文化的相違が生じた要因の一つは、中国か
ら現在の徳宏州梁河、盈江を経てミャンマー北部、さらにインドへと抜ける交
通路の存在である。特に、清代中期以降に到り、英領ビルマとの交易の発展に
ともなって中国内地から漢族移民が大量に流入し、騰沖・バモー間の交通ルー
ト沿いに集落が形成されたことは、盈江や梁河における漢文化の影響を強めた
［長谷川 2001: 232］。もう一つの要因は、瑞麗以外のムンにおける王朝時代の政
治権力者ザウファー（tsău fa）が、特に15世紀以降、基本的に中国王朝の間接
的な支配下におかれてきたことである。そのため瑞麗以外の県や市では漢文化
の影響が強く見られる。
一方、瑞麗市が位置する盆地は、徳宏タイ語でムン・マーウ（Mǝŋ Mau）と
呼ばれる。王朝時代から盆地の中央部を流れる瑞麗江の南側は、タイ系民族の
センウィー王国やビルマ王朝の支配下に置かれた時期が長かった。19世紀末に
清朝とイギリス植民地政府が国境線を画定した際、１つのムン・マーウ盆地が
２つの国家に分割されることになったのは、そうした歴史を反映している。そ
の後、未画定部分に関する協議を経て、現在では行政区分上、中国側は雲南省
瑞麗市に、ミャンマー側はシャン州ナンカン郡とムーセー郡に属している【図
３】。こうした経緯によって、国境に直面した瑞麗では、ミャンマーの文化的
影響を強く受けつつ、タイ族独自の文化が育まれてきたのである。
写真５　瑞麗の寺院写真４　盈江の寺院
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３．徳宏タイ族の姓名
では次に、徳宏タイ族の姓名について、筆者自身の例を挙げながら考察しよう。
筆者はTL村に居住していた際、村人たちからアーイ・ザーパーン（Ai Tsapan）
と呼ばれていた。最初のアーイは長男を意味し、ザーパーンは出身地である日
本をさす。後述するように、ミャンマー側出身のタイ族（ミャンマー側では「シ
ャン（B: Shan）」との呼称で知られる）の僧侶からはシャン式の名前もいただ
いたのだが、TL村の村人たちにとっては徳宏の伝統的な名前のほうが馴染み
やすいようだった。筆者のみならず、ミャンマー側のティーマー（Ti Ma）村
生まれの二男（イー）は、「イー・ティーマー」というように、村人の中には
出身地に基づく通称が用いられる人もいた。通称レベルでなく、本名に出生地
をつける命名法も見られた。具体的には、瑞麗生まれの長男はアーイ・スイ（Ai 
Sui）、昆明生まれの長男はアーイ・ミン（Ai Min）といった例が挙げられる。
以上の記述からもわかるように、徳宏タイ族の伝統的な人名には、姓が存在
しない。そして名前の最初には、出生順を示す言葉がつけられる。筆者の調査
村では、男子なら長男アーイ（ai）、二男イー（ ji）、三男サーム（sam）、四男
サイ（săi）、五男ウー（u）、六男ルー（lu）３）、女子は長女イエー（ je）、次女
イー（i）、三女アーム（am）、四女アイ（ăi）、五女オー（o）、六女オック（ok）
と続く。こうした命名法の由来は明らかにされていないが、漢族の庶民にも出
生順を名とする習慣があったため［八巻 1994: 43］、その影響を受けた可能性
も考えられる。
３）これは筆者の調査村の事例であり、刀・蔡［2005: 165］は、五男をhaとし、快［2007: 420］は、
五男をo、六男をlokとする。
図３　ムン・マーウ盆地
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出生順を示す言葉の次には、以下のような言葉を付加する。まず「じょうぶ
な（kǝm）」といった子供に対する両親の願いを表す言葉や、「金（xăm）」、「宝
石（tsiŋ）」、「銀（ŋǝn）」などの貴金属名、花の名前などの植物名である。また
「丸い（mon）」、「肥った（ pi）」、「すらりとした（sɔi）」のような子供の容姿の
特徴に基づく言葉や、「雨安居（va）」など子供が生まれた時期を示す言葉もよ
く使われる。後述するように、雨安居とは、陽暦７月から10月頃の、仏教徒が
戒律を守って過ごすことが理想とされる期間である。
以上の命名法は、徳宏州の各地域で基本的には共通している［刀・蔡 2005; 
快 2007］。しかし、同じ州内でも漢文化の影響を早くから受けた地域と、ミャ
ンマーの文化的影響の強い地域では、姓を使用するか否かに関する大きな相違
が見られる。
交易ルート沿いで特に漢文化の影響が強い梁河県、盈江県では、元代から姓
の使用が始まったと言われている。徳宏タイ族で最初に姓を使用したのは、ム
ンの政治権力者ザウファーであり、1441年から48年にかけて明軍が行った三回
の遠征（三征麓川）の後、各盆地のザウファーは土司に任じられ、それぞれ別
の姓を名乗ることになった。彼らはタイ族名とともに、漢名も持っており、こ
のことは、それぞれの土司に属する土地はすべて中華の版図であり、中央政府
に対する臣服および華夏文明に対する崇敬の念を示しているのだと快［2007: 
422］は説明する。その後、庶民レベルでも徐々に、漢族の姓を借用したもの
や、タイ族が自身で創作した姓をつけるようになる。特に漢文化の影響の強い
梁河県や盈江県では、幼少時は出生順によって命名するタイ族式の幼名（tsɯ 
ɔn）で呼ぶものの、小学校に入学した後は、自らの姓に漢族式の名前を続けた
学名を使用する。
一方、国境に直面し、ミャンマーの文化的影響の強い瑞麗では、男子には伝
統的な出生順を示す言葉を含む名前をつけるが、女子の場合は、生年月日の曜
日によって先頭の文字を決め、それに基づいた名前をつける人が多く見られる。
これはミャンマーと同様の命名法に基づくものである。ではここで、ミャンマ
ーの命名法について簡単に紹介しておこう。
ミャンマー式の命名法は、インド占星術の影響を受けつつ、独自の発展を遂
げたものである。そして、ミャンマー人の名前の最初の文字は、例外はあるも
のの生まれた曜日とほぼ対応する点に特徴が見られる。たとえば、ミャンマー
における民主化運動の指導者で、現在はミャンマーの国会議員になっているア
ウンサンスーチー氏の場合、最初のアウンサンは姓ではなく、父親のアウンサ
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ン将軍からとったものである。スーチーのスーは祖母、チーは母親の名前から
一時をとったものであるが、スーは生まれ曜日に基づくものでもある。すなわ
ち、子音のsが含まれる文字は、【表１】を見ると火曜日に配当されているため、
火曜日生まれであることがわかる。
外国人でもミャンマー人と親しくなれば、ミャンマー式の名前をつけられ、
その名で呼ばれるようになる。筆者自身も、日本語教師としてミャンマーに赴
任した際、学生たちにテッカインという名前をつけてもらい、以後はその名で
呼ばれるようになった。筆者の場合は金曜日生まれなので、【表１】に基づき、
最初にthまたはhをつけた名前の中から選ぶ。その結果、筆者のミャンマー名は、
最初にthのつくThet Hkaingになったのである。これは命（B: thet）が丈夫（B: 
hkaing）という意味で、無事に育つようにとの親の思いが込められている。
この方法は、タイ族も同様なのだが、ミャンマー語でthを示す文字は、徳宏
タイ語ではsで読まれるため、筆者がミャンマー側シャン州出身の僧侶に命名
してもらったのは、センジェット（Sεŋ Tsεt）、つまり真の（tsεt）宝石（sεŋ）と
いう意味の名であった。男性をシャン州式の名で呼ぶのは瑞麗の村人たちも慣
れていないようで、この名はTL村の中ではあまり普及しなかったが、シャン
州出身者が多い僧侶たちからはセンジェットと呼ばれていた。このように、国
境に近い瑞麗では、ミャンマー式の命名法も見られるのである。中国とミャン
マーの境域に位置する徳宏では、両者の文化的影響を受けつつ、影響の強弱に
よって地域ごとに独自の命名法が確立されている。
曜日 配当文字
月曜日 k, hk, g, ng
火曜日 s, hs, z, ny
水曜日午前 l, w
水曜日午後 y, r
木曜日 p, hp, b, m 
金曜日 th, h 
土曜日 t, ht, d, n 
日曜日 母音
表１　各曜日に配当されている文字
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４．上座仏教とタイ族の名前
こうした地域差のみならず、個人の人生においても名前が変化するのが徳宏
タイ族の特徴である。最後に、人生の諸段階において、名前がどのように変化
するのか、上座仏教との関わりから紹介しよう。
（１）徳宏の上座仏教の特徴
上座仏教は、スリランカや東南アジア大陸部（ミャンマー、タイ、ラオス、
カンボジア、ベトナム南部）、そして中国雲南省（西双版納州、徳宏州）を中
心とする地域で信仰されている【図４】。上座仏教徒社会の各地域では比較的
均質なパーリ語聖典が保持されており、この点は、時代を経て各地で様々な経
典が生み出されてきた大乗仏教とは異なる。
上座仏教の特徴は、戒律の厳守を重視した出家生活によって自力救済を追求
する「出家主義」だと言われる。そのため大乗仏教徒からは、自己の救済のみ
を目指した「小乗仏教」と蔑称されてきた。しかし上座仏教徒自身は、「上席
に着座する長老の教説」を意味するテーラワーダ（P: Theravāda）を自称する。
そこで現在では、上座仏教または上座部仏教と呼ばれるのが一般的である。
また上座仏教を特徴づけるのは、出家者と在家者が遵守する戒律の数によっ
て明確に区別されていることである。出家者のうち20歳以上の僧侶（比丘）は
227条の戒律、20歳未満の見習僧（沙弥）は10戒、在家者は日常的に５戒、布
図４　東南アジア大陸部を中心とする地域の上座仏教徒社会
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薩日（後述）には８戒を守る人も多い。
その一方で、僧俗には連続する側面も見られる。まず戒律によって労働を禁
じられた出家者は、在家者からの寄進によって生活しなければならない。在家
者は戒律を厳守する出家者集団（サンガ）への寄進によって功徳を積む。なぜ
なら、功徳を積むことによって現世または来世における「善果」が生じること
を期待しているからである。このように脱俗を建前とする出家者は、一方でそ
れぞれの地域の在家者と深く関わりを持っているのである［石井 2003（1975）; 
1991］。
また出家者への寄進のみならず、自ら出家することも重要な積徳行となる。
ただし大乗仏教と大きく異なるのは、出家も還俗も比較的自由な点である。そ
のため、タイ国を始めとする上座仏教徒社会の多くの地域においては、男子が
一生に一度は出家することが理想とされている。
しかし徳宏の上座仏教のきわだった特徴は、そのような理念が存在しないこと
もあり、出家者数が圧倒的に少数にとどまっている点である。そうした状況にお
いて、日常的には仏塔（kɔŋ mu）、仏像（pha la）、仏典（ta la）など仏にまつわる
聖遺物と在家者との間の直接的な関係によって積徳行がなされることが多く、
特にホールー（ho lu）という在家の儀礼専門家が媒介者として重要な役割を果
たしている【写真６】。このようにタイ国人と徳宏タイ族は、同じタイ系の言
語を話し、上座仏教を信仰しながらも、その宗教実践には大きな相違が見られる。
（２）仏像奉納祭の寄進者に授与される仏弟子名
しかし徳宏の出家者数が少数に留まっていることは、彼らが宗教に対して熱
写真６　TL村の仏塔に供物を奉納する村人たち
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心でないことを意味する訳では決してなく、しばしば仏教儀礼を開催し、寄進
を行う。中でもポイ・パーラー（pɔi pha la）と呼ばれる仏像奉納祭で寄進した
信徒は、上述した幼名の前に仏弟子名（tsɯ pha ka）をつけて呼ばれるように
なる４）。筆者の寄宿先の男性老人マウハムウー（Maɯ Xăm U）氏の場合、39
歳で仏像奉納祭を行った際、仏弟子名マウハム（「金の葉」の意）を獲得し、五
男を意味するウーとあわせてマウハムウーと呼ばれていた。
ではここで、購入した仏像を寺院に奉納する祭ポイ・パーラーについて紹介
しよう【写真７】。 ポイ・パーラーは、徳宏で最も重要な積徳儀礼として田［2008
（1946）］、T’ien［1986］、長谷［2007］らが取り上げてきた。TL村の寺院内の
大仏も、村長の母親Ｌさん（76歳）とその家族・親戚６世帯が2004年にポイ・
パーラーを主催して建立されたものである。仏像の建立、購入費用、さらに客
人に対してふるまった食事代も含めて３万元以上の費用のうち、Ｌさんが最も
多く１万元以上を支出した５）。TL村の2007年度の１人当たり平均年収は3042
元であるから、これは平均的な農民の３年分以上の年収に相当する。このよう
に多額の出資をともなうため、ポイ・パーラーの主催者になれるのは比較的裕
福な層に限られている。そこまでしてポイ・パーラーを主催する理由は、Ｌさ
んの場合、積徳行によって「来世でも現世でもよく暮らせるように」との願い
からだった。こうした自身の幸運を祈願して実施する他、亡くなった両親のた
めの追善供養として行う場合も多い。
４）ズ （ーtsɯ）は「名前」、パーカ （ーpha ka）は「仏弟子」を意味するパーラーターカ （ーpha 
la ta ka）の略である。
５）2006年から2007年にかけての調査当時、１元≒15円であった。
写真７　ポイ・パーラーの際、購入した仏像を寺院に奉納する村人たち
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また儀礼の最後には、ポイ・パーラーの主催者のみならず、寄進者全員に対
して僧侶が仏弟子名を授け、日常的にも幼名の前につけて呼ばれるようになる。
もともとＬさんは40～50年前に父母が死去した際、父母のために寺院へ寄進し
てヨットセン（Jɔt Sεŋ「宝石の先端」の意）という仏弟子名をもらっていたが、
２回目にはよりランクの高いロイセン（Lɔi Sεŋ「宝石の山」の意）を与えられた。
TL村では、ほとんどの成人が仏弟子名を持っているが、ロイのつく仏弟子名
を持つ人はTL村の中でも数名しかおらず、仏教徒にとって非常に名誉なこと
である６）。また得られる仏弟子名は、寄進する物品や回数によって異なり、大
規模な寄進経験のある人や、何度も寄進している人は、その名前からだけでも
熱心な仏教徒であることがわかる。
（３）寺籠りする老人につけられる尊称
ポイ・パーラーのような寄進による積徳行は、徳宏の仏教実践の特徴である
が、積徳行とは布施のみに限定されている訳ではない。瞑想や持戒、説法を聴
くことも積徳行に数えられる。村人の中で、最も熱心にこれらの積徳行に励む
のは、ヒン・ラーイ（xiŋ lai）と呼ばれる老人たちである【写真８、９】。彼ら
は日常的に仏教徒の努力目標とされる５戒を守り、雨安居（７月から10月頃）
期間中の布薩日（văn sin新月、上弦８日、満月、下弦８日の１月に４回）には
寺籠りして８戒を守る７）。子供たちが結婚し、老年期に至ると、多くの老人た
ちはこのように仏教徒としての戒を守って過ごすようになる。
６）仏弟子名は、あらゆる寄進者に与えられる瑞麗ではほとんどの成人が保持しているが、
瑞麗以外の地域では、主催者とその親族数名しか与えられない場合が多く、仏弟子名の保
持者は希少である。
７）本調査当時から１月に２回のみ寺籠りを行う村もあったが、TL村でも2008年からは１月
２回のみに変更している。その間の経緯については小島［2014: 226］を参照のこと。
写真８　TL村の男性老人ヒン
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８戒とは、①不殺生戒、②不偸盗戒、③不淫戒、④不妄語戒、⑤不飲酒戒、
⑥非時食戒、⑦離歌舞観聴香油塗身戒、⑧離高広大床戒をさし、これらを自宅
で厳守することは困難であるため、寺に宿泊して過ごす。布薩日の前日に寺院
へ行き、仏への寄進をするとともに、寺院境内のザーロップ（tsa lɔp）と呼ば
れる建物にゴザを敷いて寝る。布薩日の午前中には、早朝に８戒を受ける。そ
の後、数珠を繰りながら瞑想し、午後には在家の仏典朗誦専門家ホールーによ
る説法を聴く【写真10】。そして布薩日の翌朝に５戒を受けて帰宅する。この
ように、布施、持戒、瞑想という仏教徒にとっての重要な積徳行を２泊３日で
実践するのである。
積徳の目的を村人たちにたずねると、人間は人生において多くの罪を犯すの
で、その結果として来世で悪い存在に転生してしまうことを避けるためだと説
明する。そのため生前に善行に励み、功徳を積んで来世では苦しみがないよう
写真９　TL村の女性老人ラーイ
写真10　寺院内の仏像前で説法するTL村のホールー
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にするのである。
彼らが寺籠りを始めると、仏弟子名の前に男性の場合はヒン（xiŋ）、女性の
場合はラーイ（lai）という尊称をつけて呼ばれるようになる。ヒン・ラーイ
たちは篤信の仏教徒とみなされ、死後も比較的高い位置の墓に埋葬される。こ
のように、徳宏タイ族の名前には、個人の積徳行の履歴が刻まれている。
５．結論
それでは最後に、ここまで述べてきたことをまとめておこう。
本報告ではまず、同じ徳宏州内でも、姓を持つ人が多い地域（特に盈江、梁河、
隴川、潞西）と、持たない人が多い地域（瑞麗）に分かれるといった相違が生
じるのはなぜかについて、地域社会との関わりから考察した。この要因は、交
易ルートの存在と移民の流入、さらに王朝時代の各ムンの政治権力者と中国・
ビルマ王朝の関係の地域差によるものと考えられる。そのため瑞麗以外での県
や市では漢文化の影響が強く見られるようになり、瑞麗ではミャンマーの命名
法の影響を強く受けるようになった。
次に、徳宏では生涯の間に（人によっては数回）名前が変化する人も多いが、
個人の人生において名前がどのように変化していくのか、タイ族の仏教実践と
の関わりから明らかにした。変化の契機は、まず成人以降、仏像奉納祭ポイ・
パーラーにおいて寄進する際に訪れ、その後ズーパーカーという仏弟子名を授
与される。また老年期に到って寺籠りに参加すると、さらに男性にはヒン、女
性にはラーイという尊称を付して呼ばれるようになる。
このように、徳宏タイ族の同一州内における命名法の地域性や、個人の人生
における名前の変化には、中国とミャンマーの両者からの文化的影響や、上座
仏教の実践が関わっている。こうした事例は、近代的な命名法に慣れてしまっ
た日本人にとっては特異に感じられるかもしれないが、前近代を射程に入れれ
ば他地域でも広く見られたはずである。今後、命名法の地域間比較を行うこと
により、家族形態や宗教実践の地域性とともに、地域を越えた普遍性を見出せ
る可能性があるだろう。
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